
シャワーや入浴があまり出来ない
42.6

49.5

38.3
42.9

30.7
39.0

32.8
36.4

31.0
35.6

20.3
27.8

28.4
25.9

18.8
21.3

10.1
13.5

着替えが少ない

プライバシーが確保されていない

満足できる食事が出ない

トイレの数が少ない

テレビやパソコンが少なく、
自分が欲しい情報を得ることが難しい

家族の安否が確認できず、不安だった

被災前の地域コミュニティが
確保されていない

水道、電気、ガスなどのインフラが
復旧していない

42.6
49.5

38.3
42.9

30.7
39.0

32.8
36.4

31.0
35.6

20.3
27.8

28.4
25.9

18.8
21.3

10.1
13.5

　

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
指
摘
さ 

れ
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化

が
著
し
い
現
代
に
お
い
て
は
、
男
女
が
と
も

に
協
力
し
合
い
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地

域
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
自
治

会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
重
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
救
援
物
資
や

避
難
所
運
営
等
で
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
や
子
育

て
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
対
応
が
で
き
な
い

な
ど
、
多
く
の
問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
、
防

災
や
減
災
、
復
興
に
関
す
る
意
思
決
定
の
段

階
か
ら
、
女
性
の
参
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

下
表
は
、
東
日
本
大
震
災
時
の
震
災
直
後

か
ら
避
難
所
で
の
生
活
に
つ
い
て
困
っ
た
こ

と
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、「
ト
イ
レ
の

数
が
少
な
い
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
項
目
で
、
男
女
の

差
が
顕
著
で
す
。
こ
れ
は
、
避
難
所
運
営
に
、

女
性
の
視
点
が
不
足
し
て
い
た
表
れ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

平
成
２５
年
に
は
、
内
閣
府
か
ら
「
男
女
共

同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組

指
針
」
が
提
示
さ
れ
、
女
性
用
更
衣
室
や
男

男
女
共
同
の
視
点
は
、

な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
避
難
所
で
の
女
性
目

線
の
重
要
性
を
知
っ
た
」「
避
難
所
運
営
に

は
避
難
者
が
主
体
と
な
り
行
動
す
る
こ
と
が

必
須
」「
地
域
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
が
わ

か
っ
た
」「〝
男
女
共
に
〟
の
視
点
が
必
要
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
、
地
域
防
災
へ
の
女

性
参
加
の
必
要
性
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
家
庭
に
お
け
る
防
災
力
向
上
に
は
、

平
常
時
か
ら
の
準
備
が
大
切
で
す
。
地
域
の

自
主
防
災
組
織
に
参
加
す
る
、
各
自
必
要
な

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、

す
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

も
の
を
備
蓄
す
る
な
ど
、
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
、
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。

　

備
蓄
に
関
し
て
は
、
女
性
の
場
合
、
生
理

用
品
な
ど
女
性
特
有
の
も
の
が
必
要
で
す
し
、

乳
幼
児
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
粉
ミ
ル
ク
や

離
乳
食
、
紙
お
む
つ
も
必
要
に
な
る
な
ど
、

必
要
な
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　

消
防
庁
な
ど
で
作
成
し
て
い
る
備
蓄
品
の

リ
ス
ト
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
手
に

入
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
家
庭
に
合
っ
た
リ

ス
ト
を
作
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
中
災
害
が
起
き
た
場
合
、
仕
事

や
学
校
な
ど
で
、
家
族
が
離
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
避
難
所
の
場
所
は

ご
存
知
で
す
か
？
い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
絡

先
や
、
家
族
の
集
合
場
所
な
ど
も
確
認
し
て

お
く
な
ど
、
普
段
か
ら
、
家
庭
の
中
で
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切 

で
す
。

　

女
性
を
対
象
と
し
た
地
域
防
災
研
修

会
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
を
と
お
し
て
、

防
災
や
減
災
、
復
興
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
が
進
み
、
地
域
と
家
庭
内
の
防

災
力
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

私
も
、
家
庭
で
話
し
合
い
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
編
集
協
力
員　

杉
山 

宏
行
）

を
対
象
と
し
た
地
域
防
災
研
修
会
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２７
年
度
は
、
避
難
所
運
営
訓
練
、
平

成
２８
年
度
は
、
防
災
教
材
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

を
使
っ
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。「
妊
婦
さ

ん
に
は
何
が
必
要
か
」「
洗
濯
物
を
干
す
場

所
は
ど
う
い
う
所
が
よ
い
か
？
」
と
い
っ
た

女
性
な
ら
で
は
の
発
想
か
ら
、
参
加
者
同
士

が
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
価
値
観
を
共
有
し
、

災
害
対
応
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ

　

山
形
市
で
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら
、
地
域

に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
は
、

ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
し
た
。

　

平
成
２７
年
度
か
ら
は
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
目
指
し
、
地
域
防
災
活
動
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
女
性

女
性
を
対
象
と
し
た
地
域
防
災

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

地域防災に女性も参加を

取材を終えて　

　山形市は、他の地域と比べて災害が少ないといわれていますが、地震以外にも、蔵王山の火山活動や局

地的大雨など、さまざまな災害などが考えられます。東日本大震災などの経験を踏まえて、これまで以上

に地域活動への参加意識を高めるとともに、防災や減災、復興に関する意思決定の過程への女性の参画を

拡大していくことが必要です。

　防災における男女共同参画の重要性や、私たちがすべきことなどを、山形市防災対策課に伺いました。

（男女別・複数回答）（上位項目抜粋）

LGBTってなに？
エル ジー ビー ティー

　その人自身の「性のありかた」を「セクシュアリティ」といいます。

「LGBT」という言葉は、レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トラ

ンスジェンダーの頭文字を並べた「セクシュアルマイノリティ（性的少

数者）」の総称として使われています。

　友人や家族に相談できないことによる孤立感や将来への不安、男女別

の服装やトイレなどの環境によるストレスや生きづらさがあるといわれ

ています。

一人ひとりのセクシュアリティは多様 
　一般的に「性別」と聞くと、生物学的な身体の性をイメージする方が

多いかもしれません。

　しかし、セクシュアリティは、「からだの性」「こころの性」「好きに

なる性」「表現する性」の４つの要素の組み合わせからできていると考

えられています。各要素それぞれの度合いと組み合わせにより、人の数

だけセクシュアリティはあるといえます（イメージ下図）。

　「男らしさ」や「女らしさ」といった枠にあてはめずに、その人のあ

りのままを理解

しあうことが必

要です。

※博報堂DYグループのLGBT総合研究所の２０１６年の調
査では、約８％が性的少数者であると回答しており、
決して特別な存在ではないことがわかります。※組み合わせは人の数だけあります。

からだの性

こころの性

好きになる性

表現する性

Ｌ 女性を好きになる女性、女性同性愛者
レズビアン（Lesbian）

Ｇ 男性を好きになる男性、男性同性愛者
ゲイ（Gay）

Ｂ 性別に関係なく人を愛する人、両性愛者
バイセクシュアル（Bisexual）

Ｔ 生まれた時に判断された性別と違う性
別を生きる人

トランスジェンダー（Transgender）

この他にも、

・Ｉ（Intersex インターセックス）
　　身体的に男女の区別がつきにくい人

・Ａ（Asexual アセクシュアル）
　　同性も異性も好きにならない人

・Ｑ（Questioning クエスチョニング）
　　自分の性別や性的指向に確信が持てない人

などさまざまな「性のありかた」が存在します。

多様性を認め合う社会をめざして 最近、新聞、テレビ等で「LGBT」という言葉を見聞きする機会
が増えました。

「LGBT」ってなんでしょう？　だれもが自分らしく生きられる
ように、「LGBT」について学んでいきましょう。

女
別
ト
イ
レ
、
授
乳
ス
ペ
ー

ス
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

確
保
で
き
る
仕
切
り
の
工
夫

や
、
女
性
や
子
供
に
対
す
る

暴
力
等
の
防
止
の
た
め
の
取

り
組
み
が
、
避
難
生
活
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山

形
市
で
も
「
地
域
防
災
計
画
」

に
お
い
て
、
避
難
所
の
設 

営
・
運
営
に
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
の
防
災
訓
練

や
出
前
講
座
な
ど
に
赴
い
て
、

女
性
の
参
画
の
重
要
性
を
説

明
し
、
防
災
の
取
り
組
み
へ

の
女
性
参
画
の
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

男１００
女　０

男１００
女１００

男　０
女　０

男　０
女１００

【震災直後からの避難所での生活について困っていること】

（出典）「平成２４年版 男女共同参画白書」より

資料：内閣府・消防庁・気象庁共同調査「津波避難等に関する調査」（平成２３年）を基に、
　　　内閣府男女共同参画局による男女別集計

平成２９年２月に開催された
女性を対象とした地域防災研修会の様子
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